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3 ）Leopold Schmidt, Gestaltheiligkeit im bäuerlichen Arbeitsmythos : Studien zu Ernteschnittgeräten und ihrer 
Stellung im europäischen Volksglauben und Volksbrauch. Wien 1952 (Veröffentlichung des österrichischen 
Museums für Volkskunde, Bd.1)  特に聖女ノートブルガ（hl.Notburga）をめぐる信奉習俗と口承文藝のまた
がりについて多くの事例を見ることができる。
4 ）事例の出典として次の銘文集を参照、Wilhelm Mönch, Schwäbische Spruchkunst. Inschriften an Haus und 
































6 ）参照、クローン（著）関敬吾（訳）『民俗学方法論』岩波文庫 1940. 原書：Kaarle Krohn, Die 
folkloristische Arbeitsmethode. Oslo 1926．
7 ）アラン・ダンデス他（著） 荒木博之（編訳）『フォークロアの理論 歴史地理的方法を越えて』 法政大学
































8 ）小澤俊夫（訳）『ヨーロッパの昔話―その形式と本質』岩崎美術社 1969、新版 1995（民俗民芸双書）
＝ 後に岩波文庫 2017．；小澤俊夫（訳）『昔話 その美学と人間像』岩波書店 1985．；野村泫（訳）『昔話
の本質』 筑摩書房 1994（ちくま学芸文庫）；高木昌史・高木万里子（訳）『昔話と伝説―物語文学の二
つの基本形式』 法政大学出版局 1995（叢書・ウニベルシタス）；野村泫（訳）『昔話の本質と解釈』福音































の架け橋となったものでは、池田弘子の試みが国際的に知られている。参照、Hiroko Ikeda, A Type and 
Motif Index of Japanese Folk-Literature (FFC 209). 1976.
10）Antti Aarne, Verzeichnis der Märchentypen. In: FFC 3.(1910)
11）そのドイツ語版を参照、Kaarle Krohn (deutsch von Oscar Hackman), Bär (Wolf) und Fuchs: Eine Nordische 
Tiermärchenkette. Helsinki 1888.
12）書誌データを挙げるまでもないかも知れないが、簡単に整理しておく。インデックスは上記のアー
ルネの後、アメリカのスティス・トンプソンによって大幅に増補された。The types of the folktale. a 
classification and bibliography (FFC 74) Helsinki 1928.  第 2 改訂版（FFC184 巻）Helsinki 1961. この改訂で
はアールネの三分類に形式譚が追加された。以後も改訂は続けられアールネ＝トンプソン＝ウター分類
（Aarne–Thompson–Uther type index=ATU）がハンス＝イェルク・ウター（Hans-Jörg Uther）によって 2005

























































る。その 3 人とは、アンドレ・ヨレス（André Jolles 1874―1946）、マックス・リュテイ（Max 





『ファーブラ』で、1958 年にキール大学の員外教授であったクルト・ランケ（Kurt Ranke 
1908―85）によって創刊された14）。二つ目は専門事典『メルヒェン百科事典』で、提唱・
主編集者は同じくクルト・ランケ、そして 1975 年から分冊配本が開始され、2015 年の索
14）参照、Fabula: Zeitschrift für Erzählforschung. Journal of Folktale Studies. Revue d’Etudes sur le Conte 
































15）参照、Enzyklopädie des Märchens= EM, Encyclopedia of Fairy Tales.  戦前にルッツ・マッケンゼン（Lutz 
Mackensen 1901―92）が編集、ド・グロイター社が版元となった『ドイツ・メルヒェン・ハンドブック』
（Handwörterbuch des deutschen Märchens. 1930―40）が 2 巻で中断したのを背景とし（思想的な問題もあっ
た）、新しい企画として着手された。1955 年にクルト・ランケが提唱し、1958 年にゲッティンゲン大学
に編集拠点を置いて作業が開始された。ドイツ学術支援機構（DFG）とフォルクスワーゲン財団の支援
事業であった。1975 年から分冊配本が開始し、2015 年に索引が刊行されて、全 15 巻が完成した。出版
社はド・グロイター社（Walter de Gruyter GmbH）。口承文藝全般をほぼカヴァーしており、世界各国の
研究者がかかわった。
16）大会記録は 1961 年に刊行された。参照、Internationaler Kongreß der Volkserzählungsforscher in Kiel und 
Kopenhagen. Vorträge und Referate. Berlin 1961.































（講談社学術文庫 1380）；原書：André Jolles, Einfache Formen. Legende, Sage, Mythe, Rätsel, Spruch, Kasus, 
Memorabile, Märchen, Witz. Halle 1929. Darmstadt 1958 (3.Aufl.)
20）Hermann Bausinge, Formen der Volkspoesie“.  Berlin [Erich Schmidt] 1968 (Grundlagen der Germanistik 6)　
拙訳（刊行予定）バウジンガー『口承文藝の理論と構造』（仮タイトル）
21）次の拙訳を参照、ヘルマン・バウジンガー『科学技術世界のなかの民俗文化』文楫堂 2005．原書：
Hermann Bausinger, Volkkultur in der technischen Welt. 1961. 
22）これをめぐる学史については次の拙著を参照 , 河野『ドイツ民俗学とナチズム』創土社 2005、特に第



































































（民俗民芸双書 57）p.61―63．；原書、Friedrich von der Leyen, Das Märchen. Ein Versuch. Leipzig [Quelle & 
Meyer] 1911 (Wissenschaft und Bildung: Einzeldarstellungen aus allen Gebieten des Wissens, 96) 3. verm. Aufl. 






























































26）Carl Wilhelm von Sydow, Das Volksmärchen unter ethnischem Gesichtspunkt. In: Féil-Sgribhinn Eoin Mic Néill. 
Dublin 1940.  その後次の論文集に収録された、In: C.W. v. Sydow, Selected Papers on Folklore, publisched on 


































































28）今も未刊ながら次を参照、Hermann Bausinger, Lebendiges Erzählen. Studien über das Leben volkstümlichen 









































































カール・アウグスト・ムゼーウス（Johann Karl August Musäus 1735―87）であろう。その『ド
























33）Johann Karl August Musäus, Volksmährchen der Deutschen. 1782―1786.；今日も読まれるのは次の一巻本を
底本とする各種の復刻版である。参照、J.K.A.Musäus,Volksmährchen der Deutschen. Mit Holzschnitten nach 
Originalzeichnungen von R.Jordan, G.Osterwald, L.Richter und A.Schrödter. Hg. von Julius Ludwig Klee. Leipzig 
[Mayer und Wigand] 1842.  当時の人気の（今も忘れられてはいない）イラストレーター 4 人がオリジナ
ルのイラストを担当しており凝った造本である。なお本邦には未紹介と思われるため、筆者は翻訳を進
めており、近いうちに見本程度ながら実際を供することになろう。
34）A. アールネ（著）関敬吾（訳）『昔話の比較研究』岩崎美術社 1969（民俗民芸双書 40）、p. 6. 原書：


































von Schmid, Rosa von Tannenburg. Die Geschichte von einem heldenhaften Ritterfräulein. 1823.；今日では読みや
すくしたヴァージョンが行なわれており、最新版として次がある。Berliner Ausgabe, 2017, durchgesehener 


































36）高木（訳）『メルヘンへの誘い』（前掲注 8）p. 79f. 





































































で、好きなように切りとっても別に本質的変化が生じるものではない。（p.20―21.）      
そうした描写の特質はまた《抽象的様式》という言い方でもメルクマールとされる41）。
昔話における鋭い輪郭の線は、昔話が個々の事物を描写するのではなく、ただそれを
名指すだけという事情から当然生まれてくるのである。昔話は文字どおり話のすじを
たのしむものなので、図形的登場人物をある点からつぎの点へと導いていくばかり
で、描写のためにどこかにたちどまることはしない。 
《純化と含世界性》
　この概念を措定して、リュティの昔話の特質にさらに迫った。それがどこへ行き着くか
は、これまた注意深く見てゆく必要がある42）。
世俗的ティーフも、他のすべてのモティーフとおなじ叙述を経験する。すべては明瞭
な、簡潔に描かれた姿をもってわれわれの目にふれる。刺戟的なセンセーションも、
日常の単純な関係や機能をもったものと同様に、おちついて報告される。昔話、殺人
や暴行、強奪、裏切り、誹謗、近親相姦、あるいは王女に求婚して失敗した多くの男
たちの不幸な死などを、いささかも悲劇的調子を加えずに語ってきかせる。切断され
て棒にされた九十九個の首は、純粋に装飾的な作用をしている。形式上固定した複数
化が、すでに感情移入的同情をすべて排斥している。　
この種類の説明も繰り返しなされるが、それに接して受ける起きるのは、メルヒェンとは、
要するにフィクションではないかという印象であろう。フィクションにはさまざまな形態
があり、リアティだけが持ち味ではない。空から声がきこえ、鳥が語を発し、それどころ
か机や道具類でも生きて動く登場者になる。事実、リュティは、《メルヒェンは純粋な文学》
であると言う。問題はどのように文学であるのか、一般に文学作品として思い浮かべられ
41）同上、p.43． 
42）同上、p.130．
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る小説や演劇とはどう重なり、どう異なるのか、である。その辺りの説明を手掛かりにし
て、口承文藝としてのメルヒェンをもう少し検討しようと思う。　
　
